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Reach Within to Embrace Humanity
こころの中を見つめよう 博愛を広げるために
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役員　会　長　亀井　　孝
　　　副会長　髙宮　勝美
　　　幹　事　森園　伸也
　　　会　計　河村　貴雄

第 　 　 回 例 会 会報委員長　大島由美子

ＳＡＡ　木村きぬゑ
直前会長　木村きぬゑ

亀井　　孝
髙宮　勝美
森　　宗明
村津　忠久

近藤　賢司
平野　英壽
津末美代子

理事
　〃
　〃
　〃

理事
　〃
　〃

◆出席報告　　　　　出席委員長　衛藤　秀子

会 員 総 数
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理 事 会 承 認
出 席 免 除
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・メイクアップ
　　事前　平野（英）（別府東）
　　事後　河村、梶原（別府東）
　　欠席　亀井、中尾、森園、大島、津末、
　　　　　椛田、河村、平野（教）

　　出席免除　溝部
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◆点　　鐘　　12：30

◆体　　操　　自律神経強化体操

◆Ｒ　　Ｓ　　それでこそロータリー

◆唱　　歌　　案山子

◆Ｂ. Ｇ. Ｍ　　「レイモン・ルフェーヴルの世界
映画音楽のミュージカルの名旋律」から

ロミオとジュリエット
男と女
ゴッドファーザー　愛のテーマ　他

会長の時間	 副会長　髙宮　勝美

　皆様こんにちは。本日は亀井会長が所用でお休
みの為、会長代理として点鐘いたします。
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幹 事 報 告	 幹事　森園　伸也

―新世代のための月間―

１．本日の卓話
「わたしたちの挑戦」森　宗明会員

２．委員会報告
ロータリー探究：No.451「ＲＩ長期計画

（The RI Strategic Plan）について」
鳴海淳郎Ｒ情報委員長

３．例会変更のお知らせ
大分ＲＣ	 10月11日（火）の例会は、夜間例会

の為　同日18：30～大分全日空ホ
テルオアシスタワーに時間・場所
変更

中津ＲＣ	 10月12日（水）の例会は、職場例会
（向笠元ＲＩ会長顕彰例会）の為
同日12：30～中津城（中津市二の
丁）に場所変更

大分臨海ＲＣ	 10月17日（第３月）の例会は、新会
員歓迎夜の例会の為　同日18：30～
いかしょうに場所変更

湯布院ＲＣ	 10月19日（水）の例会は、家族親睦
例会の為　10月22日（土）14：00～
福岡に日時・場所変更

４．次週の予定
「米山奨学生卓話」
グエン・ティ・ツィ・ユンさん（米山奨学生）

５．本日の回覧
①「第１回杵築・日出・湯布院・別府中央ＲＣ

合同親睦ゴルフコンペ」
　出・欠席（10月16日）
②中津中央ＲＣ　週報
③ＧＳＥ研修報告書

６．本日の配布
①週報No.1064、1065
②ガバナー月信No.3

スマイルボックス	 副委員長　平野　教康

○亀井会長
　出張の為、本日お休みします。森さん、卓話
を頑張ってください。

○村津会員
　朝日新聞西部本社報道センターの記者が「一
気登山ともみじ谷」に就いて、一昨日、取材に
来られました。
　記事になることを期待してスマイル。

○岐部会員
　22日の最後の練習、お疲れ様でした。10月２
日のソフトボール大会もお願い致します。一勝
するぞ！

○森会員
　堀さん、もっと出て来てよ！
　今日は運悪く私の卓話です。オキノドク。

○堀会員
　久しぶりに出席させていただきました。会員
の皆様の笑顔にふれて元気になりました。
　今日は森会員の卓話とのことで、楽しみにし
ています。

卓　　話	 森　　宗明

私たちの挑戦

会　社　概　要
【称　　　号】　株式会社　クリエイツ
【代　表　者】　代表取締役　森宗明
【所　在　地】　〒874-0022
　　　　　　　大分県別府市亀川東町４-20

【創　　　業】　平成３年７月２日
　　　　　　　有限会社　つちや印刷
　　　　　　　代表取締役　森宗明

【資　本　金】　3,000千円
※【現法人設立】　平成12年10月１日
　　　　　　　株式会社　クリエイツ
　　　　　　　代表取締役　森宗明

【資　本　金】　10,000千円
【業　　　種】　印刷・デジタルコンテンツ制作・
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ウェブサイト制作管理・販売促進支援　
【社　員　数】社員10人（内役員３人）パート3人
【賞　　　罰】平成16年２月　大分県主催「第一
回ビジネスプラングランプリ」で全国から70社
が参加した中で弊社開発、「小規模印刷業の為の
工程管理ソフト」が奨励賞受賞（副賞/助成金
3,500,000円頂きました♡）
※社員構成　　

森宗明（代表取締役）WEB/DTPデザイン・編集
（取締役専務）営業
（取締役常務）情報処理・データベース運営管理
（システムエンジニア・プログラマ）×１
（デザイナー・WEBオペレータ）×1
（デザイナー・ＤＴＰオペレータ）×2
（データ処理・ＤＴＰオペレータ）×1
（経理・接客・受注処理）×1
（プリントオペレータ）×1
（仕上げ）×3（パートタイム就労）

以上　平成23年6月30日
　以下本題

１）印刷業の現状と未来。
・設備過剰（機能的にほぼ完成された機械があ

ふれた）
・２つの勘違い（設備と規模で会社のグレード

が決まる？安ければ顧客の利益になる？）
・生き残る（いき残った後の形、５年後を考える）

２）小規模会社のリスクってなに。
・景気動向、社会の変化、会社の、設備の規模、

設備の陳腐化、等内外にリスクとなる要因は
いくつもありますが、一番のリスクはスタッ
フの「やる気」が無くなることだと気付きま
した。ある程度「物」に投資することはもち
ろん必要です、道具は要ります、しかし今だ
からこそ、不確定な変化の早い時代だからこ
そ「その人のスキルアップ」に投資するべき
と考え実行しています。
多能工・・・私たちの様な極小規模の会社で
は小規模・中規模の会社のように営業部とか
企画部とか制作とか人事部とか管理部とかに
分業するだけの人員は居ません、しかし営業
とか企画とか制作とかの機能は会社として必
要不可欠です。つまり、専門職の領域はしっ
かり持ちながら、一人で何役もこなす必要が
出て来ます。

３）クリエイツの日。
・１、３、５、の土曜日はクリエイツの日。出

勤日ですが、休業日です。
・ルールは３つ　１、９時出勤５時退社　２、

起伝された仕事はしない　３、昼ごはんは全
員で揃ってする（費用は会社持ち）（映画を
見に行ったりもします）

・暇だから給料を下げて土曜日も全休にする会
社と２年後、３年後はどんな差がつくのだろ
うと考えるととても楽しみです

４）新たな挑戦。（装置産業・受注産業からの脱皮）
・印刷業は受注産業で製造業、ずっとそうでし

た、仕事があるから来なさいと言われ顧客を
訪問し、言われるままの数、顧客が欲しがる
物を作って納品して、その物の結果の如何に
係わらず代金を頂く。すこし前までは、人間
関係、職人の腕前の差、会社の規模等で仕事
が来ていたが、機械が進歩して同じ機械さえ
あればどこでも同じものが出来るのなら、安
い方が良い事になります。つまり一度見積も
りと言うテーブルの上に出された仕事はどこ
が幾ら安いかで業者がほぼ決められます。現
在弊社では新規顧客開拓営業、新規印刷物受
注営業は一切していません。

・私たちの挑戦は印刷会社でありながら「印刷
物の制作を請け負う」のでは無く、「顧客の
利益の創造を請け負う」に変えて行くことで
した。弊社の様な小さい会社にこの課題はい
くつかのパターンはありますが、おおむね「成
功報酬」と言う考え方です。現在弊社で進行
中の仕事の殆どは見積もり競争で取ってきた
仕事ではありません。

５）印刷屋で良かった印刷屋だから出来る方法、
印刷屋にしか出来ない方法があった！

・印刷屋として20年あまり、印刷のノウハウは
もとより、長く業界にいたことで印刷業界の
ネットワークは万全です、自社で出来ないこ
とは仲間の会社が助けてくれます。これまで
培ってきた経験が全部活かせて、なにも捨て
るものが無い。

以ご清聴ありがとうございました、何か一つでも
皆さまのお役に立ちますように。
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会員コラム	 　梶原　和朗

コラムとは？
　人生ではじめてコラムを書くに当たって、疑問
が１つ、いったい『コラム』とはなんだ？
　知識の乏しい僕はコラムが何なのかがわからず
家のパソコンで調べる事にしてみた。
　コラムとはラテン語で円柱を意味するらしい。
　だから何なんだ！意味が不明！

　こんな事も書いてあった。
　日本の新聞で常時定まっている寄稿記事、毎日
同じところに連載される解説・短評欄のことをい
うと書いてあった。
　新聞は少し読んだりするがコラム記事は読んだ
ことが無いし読もうとも思ったこともない。

　やはり意味がわからないので他のを探してみる
と、『自然、四季の移り変わりに至るまで素材化
でき、１人の筆者が主観的な感想を述べる場合が
多い。』
　何となくわかったような、わからないような気
がする。
　僕が思うに、僕が感じたことや思ったことを好
きに書いてしまっていいのではないかと。

　僕がコラムを書かせてもらうにあたり、僕が感
じたことや思ったことを好きに書かせてもらいま
した。
　『コラム』！次回こそしっかりした事を書きたい！
と思いますので今回はこれで勘弁してください。


